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日本原子力学会 2020年春の年会 

企画セッション | 委員会セッション | 理事会[福島特別プロジェクト共催]

原子力災害による福島農業の現状と課題
座長:中山 真一(JAEA)
2020年3月16日(月) 13:00 〜 14:30  G会場 (共通講義棟 M棟2F M-21)
 

 

総合討論
*講演者全員1、*岡嶋 成晃2、*三倉 通孝3 (2. 学会長、JAEA、3. 東芝ESS)
理事会セッションは、福島第一原子力発電所事故サイト外（いわゆる、オフサイト）に今なお残る問題、特に福
島県の基幹産業である農業の問題を広く学会員の皆様と共有すべく企画されました。福島大学と福島県庁からオ
フサイトの現場をよく知る講師陣をお招きして、放射能汚染が農地および農産物へ与えた影響とこの９年間に取
られてきた対策技術・運用体制の成否を改めて振り返るとともに、事故後１０年以降を見据えた復興政策の課題
を議論します。福島に関係する本学会の部会や委員会、プロジェクトの今後の活動に知見を反映してもらい、各
組織が地元・福島と協同連携できるきっかけを得られることを期待します。


